
    
令
和
七
年
度　

み
な
か
み
中
　
　
　
　

生
活
の
道
し
る
べ　

 
  
 

 
 

　

学
校
は
社
会
の
縮
図
で
あ
る
と
も
い
わ

 
 

れ
ま
す
。
人
と
し
て
社
会
生
活
を
営
む
上

 
 

に
は
必
要
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
心
得

 
 

が
あ
る
よ
う
に
、
み
な
か
み
中
学
校
に
も
、

 
 

集
団
生
活
を
送
る
た
め
の
心
得
が
あ
り
ま

 
 

す
。
そ
れ
が
み
な
か
み
中
学
校
の
「
道
し

 
 

る
べ
」
で
す
。 

 
 

　

そ
こ
で
こ
の
「
道
し
る
べ
」
に
は
、
み

 
 

な
か
み
中
学
校
で
三
年
間
の
集
団
生
活
を

 
 

送
る
生
徒
と
し
て
大
切
な
こ
と
、
知
っ
て

 
 

お
き
た
い
こ
と
な
ど
、
最
も
基
本
的
な
事

 
 

項
で
あ
る
「
生
活
の
心
得
」
と
「
生
徒
会

 
 

・
部
活
動
・
学
級
活
動
」
の
二
項
目
を
載

 

せ
ま
し
た
。

  

１
．
生
活
の
心
得 

１
．
登
下
校 

 

○
始
業
前
の
余
裕
を
見
て
、
始
業
５
分
前
ま
で
に
登 

　

校
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
。 

○
登
校
後
は
、
校
地
外
へ
は
出
な
い
。
や
む
を
得
ず 

　

出
る
時
は
、
担
任
等
の
許
可
を
受
け
る
。 

○
決
め
ら
れ
た
通
学
路
を
通
り
登
校
す
る
。 

○
交
通
規
則
を
守
る
。 

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
使
用
生
徒
は
、
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

　

通
学
者
の
き
ま
り
」
を
守
る
。 

○
登
下
校
は
原
則
徒
歩(

自
転
車
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス)

 

　

と
す
る
。 

○
事
情
に
よ
り
車
で
登
下
校
を
す
る
際
に
は
、
河
川 

　

敷
で
乗
降
す
る
こ
と
と
す
る
。 

　

(

ケ
ガ
等
、
特
別
の
事
由
の
場
合
は
除
く
。)

 

２
．
校
内
生
活 

  

日
直
の
仕
事 

（１）○
早
め
に
登
校
し
、
決
め
ら
れ
た
活
動
を
す
る
。 

　

窓
の
開
閉
・
教
室
の
整
理
整
頓
・
黒
板
を
ふ
く
・ 

　

短
学
活
の
司
会
・
日
誌
の
記
入
等
。 

 

朝
の
集
会
・
朝
活
動 

（２）○
月
曜
日
〈
各
種
集
会
も
し
く
は
朝
読
書
〉 

○
そ
れ
以
外
の
曜
日
に
つ
い
て
は
、
「
朝
活
動
の
年 

　

間
計
画
」
に
準
じ
て
実
施
さ
れ
る
。 

○
８
時

分
に
は
、
集
会
の
場
所
に
集
合
す
る
。 
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業　

間 

（３）○
学
習
の
準
備
を
し
、
チ
ャ
イ
ム
着
席
を
す
る
。 

○
廊
下
・
階
段
の
歩
行
は
右
側
通
行
を
原
則
と
し
、 

　

緊
急
の
時
以
外
は
走
ら
な
い
。 

  

給
食
・
昼
食
等
に
つ
い
て 

（４）○
給
食
は
必
ず
白
衣
・
帽
子
・
マ
ス
ク
を
着
用
し
、 

　

準
備
―
配
膳
―
片
付
け
を
行
う
。 

 

○
弁
当
持
参
時
の
飲
食
容
器
は
、
各
自
の
責
任
に
お

 

　

い
て
持
ち
帰
る
。

  

清　

掃 

（５）○
清
掃
は
原
則
、
体
育
着
で
行
う
。 

 

○
清
掃
は
、
班
で
協
力
し
時
間
内
に
完
了
さ
せ
る
。 

○
終
了
後
、
必
ず
担
当
の
先
生
に
連
絡
し
、
指
示
を

 

　

受
け
る
。

体
力
向
上 

（６）○
体
力
向
上
は
、
体
育
委
員
会
を
中
心
に
体
力
向　

　

上
に
向
け
た
活
動
を
行
う
。 

３
．
服
装
・
持
ち
物
な
ど 

  

服　

装　

等 

（１）○
登
下
校
時
は
学
校
指
定
の
通
学
服
を
着
用
す
る
。 

○
ソ
ッ
ク
ス
は
白
と
す
る
。
（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
は
可
。

　

ラ
イ
ン
入
り
や
く
る
ぶ
し
が
か
く
れ
な
い
ソ
ッ
ク

　

ス
は
不
可
。
） 

○
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
は
、
黒
ま
た
は
茶
色
と
す
る
。 

　

(

過
度
の
穴
あ
き
ベ
ル
ト
は
不
可
。
） 

○
夏
期
（
六
月
～
九
月
）
は
、
白
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を 

　

着
用
す
る
。
（
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
学
校
指
定
の
も
の 

　

で
な
く
て
も
よ
い
。
） 

 

○
登
校
後
は
学
校
指
定
の
体
育
着
に
着
替
え
る
。

 

○
上
履
き
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
は
学
校
指
定
の
も
の

 

　

を
使
用
す
る
。

 

　

（
か
か
と
は
踏
ま
な
い
）

○
靴
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
と
す
る
。 

　

（
全
体
及
び
紐
等
全
て
白
の
単
色
と
す
る
。
） 

 

○
冬
期
（
十
一
月
～
三
月
末
）
は
天
候
に
応
じ
て
、

 

　

長
靴
や
ス
ノ
ト
レ
で
登
校
し
て
よ
い
。

 

○
冬
期
（
十
一
月
～
二
月
末
）
は
、
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ 

　

ー
カ
ー
着
用
の
上
、
体
育
着
登
下
校
を
認
め
る
。

 

　

但
し
、
儀
式
等
は
制
服
で
参
加
す
る
。

 
○
防
寒
着
は
学
校
指
定
の
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を 

　

着
用
す
る
。
厳
寒
時
は
、
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
等
の
着

 

　

用
を
認
め
る
。

 

○
冬
の
帽
子
・
マ
フ
ラ
ー
・
手
袋
・
耳
当
て
等
は
、 

　

ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
着
用
の
上
で
、
防
寒
面
で

　

実
用
的
な
も
の
を
着
用
す
る
。
（
華
美
な
も
の
は

　

避
け
る
。
） 

 

○
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
・
セ
ー
タ
ー
は
着
用
し
な
い
。

○
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
等
は
首
元
や
袖
口
な
ど
か
ら
見

 

　

え
な
い
よ
う
に
着
用
す
る
。

○
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
タ
イ
ツ
（
肌
色
か
黒
）
を
着
用

 

　

し
て
も
よ
い
。

 

○
体
育
着
や
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
の
破
れ
は
直
ち

 

　

に
繕
う
。

 

○
休
日
、
学
校
へ
来
る
と
き
は
体
育
着
か
制
服
、
も

　

し
く
は
部
活
動
で
許
可
さ
れ
た
服
を
着
用
す
る
。

  　

持
ち
物 

（２）

 

○
カ
バ
ン
は
、
学
校
指
定
の
も
の
と
す
る
。

 

○
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
等
を
学
校
に
持
っ
て
き
て
は

 

　

い
け
な
い
。　

(

休
日
の
部
活
動
も
同
様
。)

 

○
危
険
な
も
の
や
高
価
な
も
の
、
不
必
要
な
も
の
、

 

　

金
銭
は
学
校
に
持
っ
て
こ
な
い
。

 

　

（
や
む
を
得
ず
持
っ
て
き
た
時
は
朝
の
う
ち
に
、

　

担
任
に
預
け
る
。
） 

 

○
所
持
品
に
は
必
ず
記
名
を
し
て
お
く
。

 

○
ハ
ン
カ
チ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
常
に
所
持
す
る
。

 

○
く
し
や
鏡
は
持
ち
歩
か
な
い
。

　

頭　

髪 

（３）

 

○
男
子
の
頭
髪
は
、
目
・
耳
・
襟
に
か
か
ら
な
い
長

 

　

さ
と
す
る
。

○
女
子
は
、
前
髪
が
目
に
か
か
ら
な
い
長
さ
と
す
る
。 

　

ま
た
、
必
要
に
よ
り
ヘ
ア
ピ
ン
や
パ
ッ
チ
ン
ド
メ

 

　

で
留
め
る

（
大
き
さ
は
絆
創
膏
程
度
と
し
色
は
ゴ
ム
と
同
様
）  

○
女
子
で
髪
が
肩
に
か
か
る
場
合
に
は
、
黒
・
紺
・

 

　

茶
の
ゴ
ム
で
し
ば
る
。

○
高
校
入
試
に
ふ
さ
わ
し
い
髪
型
を
心
が
け
る
。

※
そ
の
他
、
「
学
校
生
活
の
き
ま
り
」
に
準
ず
る
。 

 

４
．
そ
の
他 

  

届
け
出
と
許
可 

（１）

 

○
欠
席
・
遅
刻
の
連
絡
は
原
則
と
し
て
保
護
者
に
し

 

　

て
も
ら
う
。

 

○
早
退
が
わ
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
朝
の
う
ち
に

 

　

担
任
に
連
絡
す
る
。(

無
断
で
帰
宅
し
な
い
こ
と
） 

○
ガ
ラ
ス
や
公
共
物
を
破
損
し
た
と
き
は
、
必
ず
先

　

生
に
申
し
出
る
。

  

校  

外　

生　

活 

（２）

  
 

○
外
出
す
る
時
は
み
な
か
み
中
生
と
し
て
の
自
覚
を

  
 

　

も
っ
て
行
動
す
る
。

  
 

○
生
徒
だ
け
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
・
ゲ
ー
ム
セ
ン

  
 

　

タ
ー
等
の
遊
技
場
へ
の
出
入
り
を
禁
止
す
る
。

  
 

○
生
徒
だ
け
で
遠
方
に
外
出
は
し
な
い
。

  
 

○
生
徒
だ
け
の
外
泊
は
禁
止
す
る
。

  
 

○
夜
間
の
一
人
歩
き
、
外
出
は
し
な
い
。

  

　

(

午
後

時
以
降
は
保
護
者
同
伴
で
も
補
導
対
象 
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で
す
。
） 

  

自
転
車
通
学
者
の
き
ま
り 

（３）

 

○
自
転
車
通
学
の
許
可
地
域

　

・
名
胡
桃
方
面
―

 

上
津
・
下
津
の
台
地
、
南
区

　
　
　
　
　
　

 
(

小
川
島
は
除
く
。
） 

　

・
上

組

方

面
―

 

橋
上
よ
り
以
遠
。

　
　
　
　
　
　

（
真
沢
・
水
沼
・
森
原
は
除
く
。
） 

　

・
師

方

面
―

 

師
地
区

　

・
真

政

方

面
―

 

関
越
自
動
車
道
引
き
込
み
線
よ

 

　
　
　
　
　
　
　

 
 

り
南

　

・
下

牧

方

面
―

 

町
立
下
牧
児
童
館
北
側
道
路
よ

　

 

　
　
　
　
　
　

 
 

り
北
（
宮
地
は
除
く
）

　

・
後
閑
上
方
面
―

 

坂
上
、
貝
久
保

 

※
右
記
以
外
の
地
区
で
も
場
合
に
よ
っ
て
は
認
め
る

 

　

こ
と
も
あ
る
。

○
自
転
車
通
学
者
は
、
「
自
転
車
通
学
許
可
申
請
書
」 

 

　

を
保
護
者
が
提
出
し
て
、
学
校
長
の
許
可
を
受
け

 

　

る
。

 

○
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

 

○
自
転
車
は
指
定
置
き
場
に
き
ち
ん
と
置
く
。

 

○
四
月
の
車
体
検
査
を
受
け
、
整
備
さ
れ
た
自
転
車

 

　

に
乗
る
。

 

○
み
な
か
み
中
の
鑑
札
を
つ
け
、
氏
名
を
記
入
し
て

 

　

お
く
。

 

○
交
通
規
則
を
守
り
、
正
し
い
乗
り
方
を
す
る
。 

○
冬
季
で
路
面
が
危
険
な
と
き
は
徒
歩
に
す
る
。

 

○
学
校
に
置
い
て
お
く
間
は
、
盗
難
防
止
の
鍵
を
か

 

　

け
て
お
く
。

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
者
の
き
ま
り 

（４）

 

○
決
め
ら
れ
た
場
所
で
必
ず
乗
降
す
る
。 

○
停
留
所
以
外
で
の
乗
降
は
認
め
な
い
。

 

○
発
車
時
刻
５
分
前
ま
で
に
は
、
所
定
の
停
留
所
に 

　

集
合
す
る
。
遅
参
者
が
あ
っ
て
も
定
刻
に
発
車
す 

　

る
。
乗
車
し
な
い
場
合
に
は
、
同
じ
方
面
の
友
達 

　

に
そ
の
旨
を
必
ず
伝
え
て
、
運
転
手
さ
ん
に
連
絡

 

　

す
る
。

 

○
乗
降
は
安
全
を
第
一
と
し
、
か
つ
定
刻
運
行
確
保

 

　

の
た
め
迅
速
に
行
う
。

 

○
停
車
し
た
バ
ス
の
前
後
の
横
断
は
危
険
な
の
で
絶

 

　

対
に
し
な
い
。

 

○
車
内
で
は
運
転
手
さ
ん
の
注
意
を
守
る
。

 

○
車
内
で
の
飲
食
は
し
な
い
。

 

○
そ
の
他
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
者
の
き
ま
り
を
守

 

　

り
、
安
全
運
転
に
協
力
す
る
。

  

２ 

．
諸
活
動 

 

１
．
生
徒
会
活
動 

 

 

○
生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
会
会
則
に
基
づ

 

　

き
自
主
的
に
参
加
す
る
。

 

○
左
記
の
い
ず
れ
か
の
専
門
委
員
会
に
所
属
し
、
積

 

　

極
的
に
活
動
す
る
。

  

　

 
 

・
本　
　
　

部

　
　

 

・
環
境
委
員
会   

　

 
 

・
生
活
委
員
会

     

・
体
育
委
員
会 

　
　

 
 

・
図
書
委
員
会

     

・
報
道
委
員
会　

    
 

・
保
健
委
員
会

     

・
福
祉
委
員
会      

 

・
給
食
委
員
会

 

２
．
部
活
動 

 

○
い
ず
れ
か
の
部
活
動
に
所
属
し
、
積
極
的
的
に
活

 

　

動
す
る
。

 

３
．
学
級
活
動  

 

○
学
校
生
活
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
自
主

 

　

的
・
積
極
的
に
学
級
の
向
上
に
努
力
す
る
。

 

○
各
学
級
ご
と
に
左
の
係
は
選
出
す
る
。(

人
数
は

 

　

学
級
の
人
数
状
況
に
よ
る)

　

   

・
学
級
委
員
長　

   
 

・
学
級
副
委
員
長

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
学
級
の
実
態
に
よ
る
。   

  


